
子供のスポーツ機会確保・充実に向けた運動部活動改革の加速化
背景・課題

事業内容

 これまで多くの中学校等の生徒のスポーツに親しむ機会は、学校が運動部活動を設置運営する形で確保されてきたが、少子化や学校の働き方改
革が進む中で、現行の、学校単位で活動し、指導は教員が担うという運動部活動の継続は困難であり、今後、生徒がスポーツに親しむ機会が
大きく減少してしまう恐れがある。

 こうした事態を避けるため、学校の運動部活動に代わり、地域において運動・スポーツの機会を将来にわたって確保・充実できるよう、子供が地
域でスポーツに親しめる環境を新たに構築していく。

令和4年度予算額 14億円
（前年度予算額 ３億円）

子供にとって望ましい大会の推進

○ 多様なニーズに対応した中学生年代の都道府県大会の創設・開催支援 19,992千円
→ 競技志向ではない生徒についても、活動の成果発表の機会が確保されるなど、中学生の多様なニーズに対応した都道府県大会を創設・開催する競技
団体に対して、必要な経費の補助を行う。

○ あらゆるチーム・個人が参加できる中学生年代の競技別全国大会の開催支援等 75,506千円
→ 地域スポーツ活動に参加する生徒についても、多様な成果発表の機会を確保・充実する観点から、中学生を対象とした全国大会の開催に係る必要な
経費について、開催都道府県に対する補助等を行う。

地域における新たなスポーツ環境の構築に向けた基盤整備
○ 休日の地域におけるスポーツ環境の整備充実 228,941千円
→ 令和５年度以降の休日の部活動の段階的な地域移行の着実な実施に向けて、地域におけるスポーツ活動の運営団体や指導者の確保方策や、
費用負担の在り方の整理などの課題に総合的に取り組むために、全国各地の拠点校（地域）において実践研究を実施し、研究成果を普及・発信する。

○ 中学校における部活動指導員の配置支援 1,080,000千円
→ 教員に代わって、部活動の指導や大会引率を担うことにより、生徒のニーズを踏まえた充実した活動とするとともに、顧問教員の部活動における負担軽減
を図るため、運動部に対する部活動指導員の配置を支援する。【約10,000人】

○ 合理的で効率的な部活動の推進 22,594千円
→ 地域の実情を踏まえた都市・過疎地域での合同部活動や、ICT活用による短時間で効果的な活動の推進に向けた実践研究を実施する。

○ 子供の視点に立った大会の在り方に関する調査・実践研究 11,358千円
→ 令和5年度以降を見据え、学校単位に限らず、生徒の多様なニーズに対応できる大会形式や大会規定等の在り方を検討するなど、子供にとって望ましい
大会の推進に向けて、調査・実践研究を実施する。
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